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ラピダス社の
立地決定時に握手を交わす
小池淳義社長（右）と鈴木直道知事（左）

©Rapidus Corporation　©KAJIMA CORPORATION

ラピダス社が千歳市に建設する工場の完成予想図。「新しいイノベーションを起こすものづくりの
現場」として、Innovative Integration for Manufacturing（イノベイティブ・インテグレーション・
フォー・マニュファクチャリング）、略して「IIM（イーム）」と名づけられています

ラピダス社の立地という好機を最大限に生かし、本道経済の活性化につなげていきます
　

デ
ジ
タ
ル
化
は
、I
T
産
業
を
は
じ
め
幅
広
い
産

業
で
変
革
を
も
た
ら
し
て
お
り
、わ
が
国
の
社
会
課

題
の
解
決
や
持
続
的
な
成
長
に
も
必
須
の
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、デ
ジ
タ
ル
機
器
や
電
子
部

品
に
欠
か
せ
な
い
半
導
体
は
、あ
ら
ゆ
る
産
業
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
下
支
え
す
る
重
要
物
資
と
し
て
、安

定
的
な
確
保
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、

2
0
2
2
年
8
月
、次
世
代
半
導
体
の
量
産
製
造

を
目
指
す
R
a
p
i
d
u
s
株
式
会
社（
以
下
、ラ

ピ
ダ
ス
社
）が
設
立
さ
れ
、2
0
2
3
年
2
月
28
日
、

同
社
工
場
の
立
地
が
千
歳
市
に
決
定
し
ま
し
た
。現

在
、2
0
2
5
年
の
試
作
ラ
イ
ン
稼
働
、2
0
2
7

年
の
量
産
開
始
に
向
け
、ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
次
世
代
半
導
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、道
内
で

は
過
去
最
大
と
な
る
5
兆
円
規
模
の
投
資
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、暮
ら
し
や
産
業
な
ど
に
大
き
な
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
と
し
て
は
、ラ
ピ
ダ
ス
社
の
立
地
と
い
う
好
機

を
最
大
限
に
生
か
し
、半
導
体
の
製
造
、研
究
、人

材
育
成
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
複
合
拠
点
を
実
現

す
る
と
と
も
に
、食
や
観
光
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
本
道
の
強
み
で
あ
る
産
業
振
興
と
あ
わ
せ
て
、

本
道
経
済
全
体
の
成
長
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
、

オ
ー
ル
北
海
道
で
目
指
す
べ
き
指
針
と
な
る「
北
海

道
半
導
体
・
デ
ジ
タ
ル
関
連
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」を

2
0
2
3
年
度
内
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後
は
、産
学
官
の
関
係
者
が
緊
密

に
連
携
し
、半
導
体
関
連
産
業
の
集
積
は
も
と
よ

り
、道
内
企
業
の
参
入
促
進
や
取
引
拡
大
、人
材
育

成
・
確
保
に
取
り
組
む
な
ど
、本
道
全
体
の
経
済
活

性
化
と
持
続
的
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

次世代半導体をトリガーに、

世界に挑む北海道



地 域 情 報Pick up!Pick up!

道立北方四島交流センター（ニ・ホ・ロ）で学んでみませんか根室市

北海道の各地域から話題をお届けします。
北海道内市町村
広報紙（誌）ページへのリンク集

問い合わせ先／道立北方四島交流センター
TEL.0153-23-6711

　道立北方四島交流センター（ニ・ホ・ロ）は、日本
（ニ）とロシア（ロ）をつなぐ北海道（ホ）の施設です。
　北方領土の歴史や現状などについて映像資料も使
用してわかりやすく展示しており、北方領土について
学ぶことができます。皆さんのご来館を
お待ちしています。

道立北方四島交流センター（ニ・ホ・ロ）キュンちゃんとのコラボＰＲ

「オホーツク流氷トラスト応援団」応援メンバー募集中！オホーツク
総合振興局

問い合わせ先／オホーツク総合振興局
地域政策課　TEL.0152-41-0623

　地球温暖化の影響を受け、オホーツク海の大切な
流氷が危機的な状況にあります。オホーツク総合振
興局では「流氷を守ろう！」を合言葉に、持続可能な
地域づくりを進める「オホーツク流氷トラスト応援団」
を発足し、応援メンバーを募集中です。

半導体の妖精
「ウエファ」ちゃん

動画
「半導体を
  知ろう。」

半導体の主な用途

　半導体は、スマートフォン

やパソコン、自動車、家電な

どあらゆる電子機器に入っ

ている部品です。情報の記

憶、数値計算、論理演算な

どの知的な情報処理機能

により、電子機器の頭脳部

分として中心的な役割を果

たしています。

電子回路の幅（回路線幅）を狭くして、

微細な部品をより多く配置することで性能

が向上するとともに、省電力化が図れます。

→AI、自動運転、5G、データセンターなど

　での利用が見込まれます。

ラピダス社が量産製造を目指す
次世代半導体

※1 2ナノメートル＝髪の毛の約5万分の1（ナノは10億分の1）
※2 スマートフォンやパソコンなど電子機器の「頭脳」

回路線幅2ナノメートル※1の

ロジック半導体※2

半導体関連産業を
オール北海道で盛り上げよう！
　ラピダス社が量産製造を目指す次世代半導体は、わが国の半導体産業の発

展とカーボンニュートラルの実現、さらには経済安全保障の鍵となる極めて重要

な中核技術です。

　道では、国や千歳市をはじめとする関係機関などとも緊密に連携し、国家プ

ロジェクトでもあるラピダス社の次世代半導体工場の整備が円滑に進められる

よう取り組んでいます。

　「メイドイン北海道」の次世代半導体を通じて、製造、研究、人材育成等が

一体となった複合拠点を実現することは、道がこれまで振興してきた、ものづくり・

デジタル産業を飛躍させるだけでなく、世界中から研究者や技術者が集う拠

点の形成につながることが期待できます。

●インフラ整備などの支援
ラピダス社の次世代半導体の量産製造に向け、

インフラ整備などの支援を進めています。

●北海道大学の取り組み
「半導体拠点形成推進本部」を設置し、

半導体関連の研究・人材育成などの取り

組みを進めています。

●道内4高専の取り組み
「北海道地区4高専半導体人材育成連携

推進室」を設置し、半導体人材の育成を強

化しています。

●北海道半導体人材育成等
　推進協議会

北海道経済連合会などが設立

した相談窓口。道内経済の発

展に寄与するため、半導体関

連事業に関する円滑な立地、産業集積支

援を行いつつ、道内企業の参入促進など

を進めています。

北海道経済産業局が、道内半導体関連

産業の活性化に向けて設置。道も参画し、

人材の育成・確保や取引活性化などの取

り組みを進めています。

道の主な取り組み 関係機関の主な取り組み

●展示会の出展や
　企業向けセミナーの開催
半導体関連産業の集積

を目指し、道内企業の

取引拡大、参入促進、

関連企業などの誘致に

取り組んでいます。
2023年12月の展示会出展

●道民の理解促進と機運醸成
次世代半導体プロジェク

トや半導体産業の将来

の展望などについて、道

民の皆さんに広く知って

いただく取り組みを進め

ています。 千歳市での説明会

●半導体人材の育成
半導体関連産業を担う

人材の育成に向けて、

学生を対象とした出前

講座などを実施してい

ます。
道内高等学校での出前講座

次
世
代
半
導
体
を
ト
リ
ガ
ー
に
、世
界
に
挑
む
北
海
道

千
歳
市
に
建
設
中
の
工
場
を
拠
点
と
し
て
ラ
ピ
ダ
ス
社
が
進
め
る
次
世
代
半
導
体
プ
ロ
ジェク
ト
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

新
た
な
挑
戦
を
目
指
す
同
社
の
小
池
淳
義
社
長
に
、今
後
の
計
画
と
北
海
道
への
思
い
に
つい
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

特
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
／
道
庁
次
世
代
半
導
体
戦
略
室 
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半導体の妖精
「ウエファ」ちゃん

　

日
本
全
国
に
候
補
地
が
あ
り
ま
し
た
が
、事

業
の
進
展
に
伴
っ
て
工
場
を
拡
張
し
て
い
く
に
は
、

そ
れ
に
対
応
で
き
る
十
分
な
敷
地
と
、水
や
電
力

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
大
事
な

条
件
に
な
り
ま
す
。千
歳
市
は
、自
然
環
境
と
の

調
和
に
お
い
て
も
半
導
体
の
生
産
に
最
適
で
あ
り
、

ま
た
、北
海
道
全
体
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
地
域
な
の
で
、私
ど
も
も

大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

最
も
大
事
な
の
は
、優
秀
な
人
材
が
世
界
か
ら

集
ま
っ
て
く
れ
る
魅
力
的
な
土
地
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。研
究
者
や
工
場
で
働
く
従
業
員
に
充
実

し
た
生
活
を
営
ん
で
も
ら
え
る
環
境
が
あ
り
、グ

ロ
ー
バ
ル
で
の
人
材
交
流
や
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
発
展

な
ど
、中
長
期
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
と
い
う

点
で
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次世代半導体の量産実現までの道筋

　

社
名
の「
ラ
ピ
ダ
ス
」は
、ラ
テ
ン
語
の「
速
い
」に

由
来
し
て
い
ま
す
。そ
の
名
の
と
お
り
、当
社
で
は
、

半
導
体
の
設
計
か
ら
製
造
ま
で
に
か
か
る
時
間
を

現
状
よ
り
も
大
幅
に
短
縮
し
、付
加
価
値
を
高
め

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。進
化
の
ス
ピ
ー
ド
が

速
い
A
I（
人
工
知
能
）の
分
野
で
、速
さ
は
非
常
に

重
要
で
す
。そ
こ
で
私
ど
も
は
、世
界
最
先
端
の
性

能
を
持
つ
次
世
代
半
導
体
の
国
内
製
造
を
実
現
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確

立
が
必
要
で
す
。半
導
体
の
製
造
に
は「
設
計
工

程
」「
前
工
程
」「
後
工
程
」と
い
う
3
つ
の
工
程
が
あ

り
ま
す
が
、従
来
は
水
平
分
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

き
た
こ
れ
ら
の
工
程
を
一
体
的
に
行
い
、よ
り
効
率

良
く
、速
く
作
る
た
め
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。さ
ら
に
、お
客
さ
ま
へ
の
設

計
支
援
を
は
じ
め
と
し
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
、

ど
こ
に
も
負
け
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
提
供
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ラ
ピ
ダ
ス
社
が
進
め
る
次
世
代
半
導
体

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

北
海
道
千
歳
市
を
製
造
拠
点
に

選
ん
だ
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
す
か
。

　

北
海
道
の
皆
さ
ま
に
は
、い
つ
も
温
か
い
ご
支
援

と
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。私
ど
も
と
し
て
は
、北
海
道
か
ら
世
界
に
向
け

て
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。そ
れ
に
は
、北
海
道
が
持
っ
て
い
る
オ

道
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ず
っ
と
以
前
か
ら「
自
然
と
共
生
す
る
工
場
」の

イ
メ
ー
ジ
を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
。ま
た
、消
費
電

力
を
下
げ
る
と
い
う
大
き
な
使
命
が
あ
る
の
で
、工

場
自
体
も
エ
コ
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。北
海
道

の
豊
か
な
自
然
と
調
和
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
、

そ
う
し
た
考
え
を
反
映
で
き
る
工
場
を
実
現
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、工
事
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
の
は
、地
元
の

皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
支
援
の
お
か
げ
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

建
設
中
の
工
場
は
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
で
設
計
さ
れ
た
も
の
で
す
か
。

●（一社）北海道新産業
　創造機構（ANIC）

エイニック

2
0
2
3
年
千
歳
市
で
工
場
着
工

2
0
2
5
年
試
作
ラ
イ
ン
を
稼
働

2
0
2
7
年
次
世
代
半
導
体
量
産
開
始

　

A
I
の
進
展
に
伴
い
、私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社

会
は
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。今
後
は
半
導
体

の
微
細
化
が
進
み
、さ
ら
に
性
能
が
上
が
っ
て
い
き

ま
す
。一
方
で
、こ
の
ま
ま
で
い
く
と
デ
ー
タ
通
信

量
は
飛
躍
的
に
増
加
し
、莫
大
な
電
力
を
消
費
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、消
費
電
力
を
下
げ
る
た
め

に
は
次
世
代
半
導
体
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

私
ど
も
が
量
産
に
取
り
組
む
次
世
代
半
導
体
は
、

回
路
線
幅
が
2
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル（
ナ
ノ
は
10
億
分
の
1
）

次
世
代
半
導
体
の
重
要
性
や
期
待
さ
れ
る

効
果
と
は
、ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　

ま
ず
、私
ど
も
は
次
世
代
半
導
体
の
製
造
を
担

う
こ
と
で
、北
海
道
の
第
2
次
産
業
の
拡
大
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。一
方
、北
海
道
を
支

え
る
農
林
漁
業
な
ど
の
第
1
次
産
業
に
お
い
て

も
、高
齢
化
な
ど
の
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、Ａ
Ｉ
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、世
界
か
ら
北
海
道
に
人
が
集
ま
っ
て
経
済

が
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、第
3
次
産
業
に

も
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
ど
も
の
立
地
を
き
っ
か
け
に
、国
内
外
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、北
海
道
全
体
が

ラ
ピ
ダ
ス
社
と
北
海
道
が
共
に
目
指
す

将
来
の
姿
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体
で【
ペ
ー
ジ
下
部
参
照
】、

高
性
能
で
あ
り
な
が
ら
省
電
力
化
に
寄
与
す
る

も
の
で
す
。

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

北
海
道
を
全
世
界
に
発
信
し
、大
い
に
活
性
化
し

て
い
く
と
い
う
未
来
を
、ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
一
緒
に

創
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

リ
ジ
ナ
ル
の
技
術
や
地
元
に
根
差
し
た
ア
イ
デ
ア
が

重
要
で
、そ
れ
ら
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、新
た
な
価
値
を
生
み
出
せ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
優
れ
た
も
の
づ
く
り
の
力
を
発
揮
し
て
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日本の優れたものづくり力を発揮し、
北海道の皆さんとともに世界に向けて
チャレンジしていきたい。
Rapidus株式会社   代表取締役社長

小池 淳義さん
こ いけ あつ よし

広報紙
 「ほっかいどう」
ウェブサイト

本紙インタビュー
動画公開中！

取り組みが
広がっているね！

コミュニケーション製品
・電話機
・携帯電話

AV製品
・テレビ
・DVD

娯楽
・ゲーム

自動車電装部品
・自動車
・カーナビ

自動化機器
・監視カメラ
・製造ロボット

インフラ
・電車
・銀行ATM家電製品

・洗濯機
・エアコン

パソコン、電子機器
・パソコン
・FAX

小さくなるほど
性能が上がって、
消費電力が下がるよ！



　当面措置を要する経費ならび
に道職員などの給与改定に伴う
経費について、所要の予算措置
を講じるための令和5年度補正予
算等の予算案6件と条例案11件、
その他の案件5件が知事から提
案され、可決・同意されるとともに、
前会より継続審査の決算案件6
件が認定されました。
　また、議員および委員会から提
出された意見案5件を原案のとお
り可決しました。

　次の取り組みなどについて議
論されました。詳細はウェブサイト
をご覧ください。

●観光振興税について
 ・市町村や宿泊事業者との調整
　の進め方

 ・新税の具体的な使途

●次世代半導体産業について
 ・関連産業の集積に向けた取り
　組み
 ・全道各地域へ効果を波及させ
　る方策

●物価高騰対策について
 ・早急な追加対策への対応

●交通政策について
 ・物流分野における人手不足の
　現状の認識
 ・路線の維持・活性化に向けて
　国に求める支援

●デジタル化について
 ・道内自治体の情報システムの
　標準化に向けた取り組み
 ・道内自治体のデジタル化の支
　援についての対応

●ヒグマ対策について
 ・ヒグマ問題の現状認識
 ・対策強化に向けた今後の取り
　組み

発行／北海道総合政策部知事室広報広聴課
〒060-8588 札幌市中央区北3条西6丁目
TEL.011-204-5110  FAX.011-232-3796

道庁からのお知らせなどをお伝えします。
詳しくは、各ウェブサイトでご確認ください。

※人口は毎月公表される統計資料に基づき直近のデータを掲載しています。

次号のお知らせ 次号は5月に配布予定です。

令和5年12月末 北海道の総人口 男 女

5,094,487人（前年同月より45,901減） 2,410,576人 2,683,911人

道からのお知らせi

定例会の概要などをお伝えします。　 
令和5年第4回定例会（11/28～12/14）道議会レポート

定例会の概要

本会議・予算特別
委員会の主な質問

北海道議会議員研修会を
開催しました

議会事務局
政策調査課
TEL.011-204-5691

この広報紙は環境に優しい
植物性インキを使用しています。

次回定例会のお知らせ
令和6年第1回定例会は2月下旬に開
会の予定です。議会中継はスマート
フォンでもご覧いただけます。

ウェブサイトをご覧ください
議会中継・録画、議会日程、会議録、
傍聴・見学案内、議会時報などをご覧
いただけます。

掲載記事の関連ページ、広報紙のバックナンバーなどの閲覧も右記から
アクセスできます。応募いただいた方の個人情報は、当プレゼントの発送
以外には使用いたしません。

応  募  先

応募方法

〒060-8588（住所不要）北海道広報広聴課
「広報紙3月号 おいしい道産品プレゼント」係

本紙へのご意見・ご感想（今回の掲載内容について）、
住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、ハガキまたは
ウェブサイトでご応募ください。

おいしい道産品
PRESENTPRESENT

抽選で
20名様

応募期限
3月15日（金）
必着

※広告掲載を希望される場合は、道庁広報広聴課へお問い合わせください。

　11月27日の
特別委員会終
了後に、慶應
義塾大学大
学院システム

デザイン・マネジメント研究科教
授の谷口尚子氏をお招きし、「多
様な人材の議会への参画を目指
して」と題して講演いただきました。

確定申告はご自宅からe-Taxで！
　所得税・個人事業税・住民税の各申
告期限・受付は、3月15日（金）までです。
国税庁ウェブサイトでは、スマートフォン
やパソコンなどから、確定申告書を作成し、e-Taxなどで提
出することができますので、ぜひご自宅での申告書の作成・
提出をお願いします。詳しくは国税庁ウェブサ
イトをご覧ください。

　新型コロナワクチンの全額公費による無料接種は、3月31日（日）で終了
します。ご希望の方は、早めの接種をお願いします。接種場所などについて
は、お住まいの市町村のウェブサイトなどでご確認ください。ワクチンについ
ての疑問や不安がある場合は、かかりつけの医療機関のほかワクチン接種
相談センターにご相談ください。

　これからの時期、気温の上昇や雨によって雪解けが進むと、雪
山やスキー場だけでなく、低木林や植生がまばらな斜面では雪崩
が発生しやすくなります。雪崩から身を守るには、日頃からの注意
が必要です。急な気温の変化や斜面の状況に注意し、早めの避
難を心掛けましょう。
　道では、雪崩のおそれのある箇所などを公表して
います。詳しくはウェブサイトをご覧ください。

　北海道はチームワークで仕事をやり抜く力、広い視野で困難に
立ち向かう力、チャレンジ精神・行動力のある人材を求めています。
北海道の未来のために、あなたの能力を生かしてみませんか。
　2024年度の北海道行政職員・公立小中学校事務職員採用試
験の試験日などを記載した総合案内を2月下旬に公
表します。詳しくはウェブサイトをご覧ください。

　水源や国土を守り、木材を供給するなどの恵みをもたらす
森林を未来に残すため、2019年に、国民が森林整備などに
必要な費用を分かち合う仕組みとして、森林環境税および森
林環境譲与税が創設されました。森林環境税（年額1,000円/
人）の課税は2024年度に開始され、道内市町
村において、森林整備や人材育成、道産木材
の利用促進などに活
用されます。

かけがえのない森林を未来に残すために
「森林環境税」の課税が始まります

融雪時期には「雪崩」にご注意を！ 新型コロナワクチンの無料接種は3月で終了します

道庁税務課
TEL.011-204-5060

道庁森林計画課
TEL.011-204-5494

道庁河川砂防課
TEL.011-204-5560

北海道人事委員会事務局任用課
TEL.011-204-5654

2024年度北海道行政職員・公立小中学校事務職員
採用試験の総合案内は2月下旬に公表　道では、2005年4月2日～2024年4月1日に誕生した子どものいる世帯

に、北海道産の米と牛乳を購入できる商品券または電子クーポン、北海
道米のいずれかを支給しています。第一弾の支給を受けた方で住所や家
族構成が変わらない方は、手続きがスムーズな「簡易申請」をご利用でき
ます。お急ぎの方は、電子クーポンの申請がおすすめです。詳しくはウェブ
サイトをご覧ください。

お米・牛乳子育て応援事業（第二弾）申請は4月30日（火）まで

北海道お米・牛乳子育て応援事業
事務局コールセンター
TEL.011-350-7371  【受付時間】9:00～17:00

高校生 マナビバの 新たな視点で学びを深める
道内の高校生の話題をお届けします。地域おこし協力隊CAFÉ 東神楽町

10月に開催された
東神楽大学学園祭2023

都会に住む人が課題を抱える市町村に移住し、才
能や能力を発揮する地域おこし協力隊。今回は、旧
忠栄小学校跡地を利活用した複合施設「東神楽大
学」の運営に関わる東神楽町の隊員を紹介します。

事業起ち上げから得た経験により
任期終了後の夢も現実的に
　働く・学ぶ・遊ぶがテーマの複合施設「東神楽大
学」の開業・運営をサポートする仕事をして3年目。
教室を利用したオフィスの賃貸、学食風のカフェ、
地元の特産品を販売する購買部、旧教職員住宅を
改装したゲストハウスなど、これほどサービスが多
い廃校の利活用は全国的にも珍しいと思います。
4つある大きなオフィスのうち3つに、東京に本社
のある企業が入っているのは、旭川空港から近く、
大雪山を望むロケーションに恵まれた立地も大き
な要因でしょう。この事業で得た知識や経験を生
かし、任期終了後は起業し、観光者向けゲストハウ
スの運営も考えています。

福島県
いわき市出身
たかはぎりゅうすけ

ほっかいどう
地域おこし協力隊
ロゴマーク

髙萩 隆介さん 北海道帯広
三条高等学校
2年

いけ だ こ　う

池田 光佑さん

きく ち けん た

菊地 絢大さん

たか はら ゆう ご

髙原 悠吾さん

高校生と地域が協力して課題を解決する「北海道CLASSプロジェクト」に取り組む
北海道帯広三条高等学校では、「十勝をもっとPRするためには？」をテーマに
SNSによる情報発信について探究し、現状の問題点について高校生の視点で
解決策を考えました。

「十勝をもっとPRするためには？」効果的なSNSによる情報発信を探究

十勝といえば広大な夏のイメージ。
知られていない冬の魅力も広めたい
　探究活動で十勝観光の課題を調べてみると、冬
の川下りや釣りの穴場など、優れた観光資源があ
るのに広く知られておらず、SNSによる情報発信力
の弱さに気づきました。解決策として、私たち高校
生が主体となってSNSを活用して情報発信することを考えました。
インフルエンサーの方から写真の撮り方や効果的な情報発信の仕
方などを学んで十勝の魅力をもっと広めていきたいです。

北海道教育庁社会教育課　TEL.011-204-5744

僕らの知らない
十勝の魅力を
知ることが
できました。

左から菊地さん、池田さん、髙原さん

十勝の観光について帯広市役所を取材

北海道の天然水「い･ろ･は･す 天然水」540ml 
PETの売り上げの一部は、北海道の豊かな水環
境の保全活動に役立てられています。

北海道コカ・コーラボトリング（株）の
「い･ろ･は･す 天然水」540mlPET
24本入りをプレゼント！

「い･ろ･は･す 天然水」540mlPETは100％リサイクルペット素材を使用しています。

道庁感染症対策課　TEL.011-206-0359

北海道ワクチン接種相談センター
フリーダイヤル：0120-306-154
【受付時間】9:00～17:30（平日、土日・祝日）

なお   こたに ぐち




